
新たな契約方式の取り組み�
――関東地方整備局の道路舗装工事における�

多様な発注方式について――�
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はじめに

国土交通省は平成１０年２月の中央建設業審議会

において，公共工事において，民間の技術を一層

広く活用することにより，品質の確保を図りつつ

コスト縮減等可能な場合について，新たな入札・

契約制度を積極的に取り組んでいる。

また，舗装工事においては平成１３年６月２９日付

けで「舗装の構造に関する技術基準」が都市・地

域整備局長，道路局長通達で通知され，発注者が

必要とする「性能」のみを規定し，材料，施工方

法等の仕様については受注者の自由な提案を受け

る「性能規定発注方式」が取り込まれている。こ

れにより，新技術の開発や普及を促進するととも

に，公共工事の品質を確保し，コスト縮減が図ら

れることが期待されているものである。

このような背景を受け，コストの縮減や，新技

術の導入を一層進めていくため，舗装工事の発注

において関東地方整備局は性能規定発注や総合評

価落札方式を積極的に取り組んでいる。

多様な発注方式の経緯について

� 関東地方整備局は平成１１年６月に国の公共工

事で初めて道路橋の撤去工事において「技術提

案総合評価方式」による，公募型指名競争入札

を実施した。

� 性能規定発注方式（以下「性能規定」）を平

成１０年度より，路面騒音の低減を必要とする区

間の舗装工事を対象に試行的に導入。｛（H１０＝

２件，H１１＝３件，H１２＝５件）合計１０件｝


 さらなる新技術の開発および促進を期待し

て，「総合評価落札方式」（以下「総合評価」）

を平成１２年より試行的に導入。

� 平成１３年度においてはいままでの試行をさら

に拡大。（性能規定１０件，総合評価２件）

� 平成１３年鋼橋上部工事において，「総合評価

落札方式」を試行した。

� また，共同溝工事における「設計・施工一括

発注方式」（デザインビルド方式）の試行を行

った。

� このほかに新たな取り組みとして平成１３年度

後半，道路舗装工事において

� 性能規定として

�） コンクリート舗装（路面騒音値）１件

�） アスファルト舗装（わだち掘れ量）１件

� 総合評価落札方式

�） 交通規制縮減日数

�） ２年後の路面騒音値

	） 従来型（第二段）として３工事試行（表

―２）
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図―１　総合評価落札方式の基本的な考え方�
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� 平成１３年度二次補正予算における舗装工事の

総合評価落札方式を第三段として１事務所１件

以上の意気込みで１０件についてさらに拡大，試

行（表―３）。

関東地方整備局は多様な発注の取り組みを積極

的に実施しており，このうち，１３年度試行した道

路舗装工事の主な内容について報告するものであ

る。
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３ 今迄の新たな契約方式の主な
取り組み

表
―
１
平
成
１０
年
度
か
ら
の
多
様
な
契
約
方
式
の
例

種
別

性
能
規
定

お
よ
び
評
価
値
契
約
別
年
度

工
事
名

工
事
場
所

事
務
所
名

工
事
内
容

工
期

性
能
規
定
値
等

請
負
金
額
（
百
万
円
）

一 般 土 木

B
P
の
全
面
通

行
止
め
時
間
総
合

評
価
１１

今
井
一
号
橋
撤
去
工
事

道
路
橋
（
P
C
コ
ン
ク
リ

ー
ト
橋
）
の
撤
去
工
事
・

新
設
橋
の
フ
ー
チ
ン
グ
整

備
工
事

H１
１
．６
．２
３
～
H１
２
．３
．３
１

予
定
価
格
＝
基
礎
点
に
対
応
し
た
価
格

＋
総
合
評
価
管
理
費

横
浜
市
保
土
ケ
谷
区
今
井
町
地
先

C
＝
３１
５

横
浜
国
道
工
事
事
務
所

株
木
建
設（
株
）

ア ス フ ァ ル ト 舗 装

騒
音

値
性
能

規
定

＊

１０ 〜 １１

�
八
潮
４
丁
目
舗
装
修
繕
工
事

自
〉東
京
都
品
川
区
八
潮
５
丁
目
地
先

至
〉東
京
都
品
川
区
八
潮
４
丁
目
地
先

L
＝
９５
０
m

A
＝
７
，６
００
m
2

�
H
．１
３
．３
．１
９
～
H１
２
．２
．２
６

�
C
＝
２５
０

騒
音
値
：
完
成
時
（
８９
dB
（
A
）L
eq
以
下

１
年
後
９０
dB
（
A
）L
eq
以
下

世
紀
東
急
工
業（
株
）

�
大
森
本
町
１
丁
目
舗
装
修
繕
工
事

東
京
都
大
森
本
町
１
丁
目
地
先

L
＝
３７
８
m

A
＝
９
，８
００
m
2

�
H
．１
１
．３
．１
～
H１
１
．１
１
．１
９

�
C
＝
１９
４

東
京
国
道
工
事
事
務
所

日
本
道
路（
株
）

路
面
騒
音

低
減

量
総
合

評
価
１２ 〜 １３

村
上
舗
装
修
繕
工
事

L
＝
１
，５
００
m

排
水
性
舗
装

A
＝
３０
，４
００
m
2

H１
３
．３
．２
８
～
H１
４
．１
．３
１

C
＝
２２
７

平
坦
性
：

σ＝
２
．４
m
m
以
内

騒
音
値
：
完
成
時
（
８９
dB
（
A
）L
eq
以
下
）

１
年
後
９０
dB
（
A
）L
eq
以
下

V
E
提
案
：
完
成
時
（
提
案
値
以
下
）

１
年
後
（
提
案
値
の
＋
１
dB
以
下
）

千
葉
県
八
千
代
市
村
上
地
先

世
紀
東
急
工
業（
株
）

千
葉
国
道
工
事
事
務
所

鋼 橋
交
通
規
制

時
間
短
縮
量
総
合

評
価
１３ 〜 １４

環
状
２
号
上
部
（
そ
の
１
）
工
事

L
＝
２３
０
m

２
経
間
連
続
鋼
床
版
箱
桁

W
＝
２
，０
００
t

橋
梁
製
作
架
設

H１
４
．３
．１
４
～
H１
５
．３
．３
１

予
定
価
格
＝
基
礎
点
に
対
応
し
た
価
格
＋
総
合
評
価
管
理
費

（
高
速
湾
岸
線
交
通
止
め
時
間
に
よ
る
社
会
的

損
失
額
を
勘
案
し
て
算
定
）

C
＝
２０
００

東
京
都
江
東
区
有
明
２
丁
目
地
先

東
京
鉄
骨
橋
梁
・

東
日
本
鉄
工
：
JV

川
崎
国
道
工
事
事
務
所

（ 共 同 溝 ）

一 般 土 木

設
計
・

施
工
一

括
発
注

方
式

（
デ
ザ

イ
ン
ビ

ル
ド
方

式
）

１３ 〜 １５

神
明
～
蘇
我
共
同
溝
シ
ー
ル
ド

（
そ
の
１
）
工
事

シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
お
よ

び
立
坑
等
に
つ
い
て
基
本

仕
様
・
機
能
を
満
足
す
る

技
術
提
案
に
基
づ
く
実
施

設
計
か
ら
施
工
を
一
括
で

発
注

H１
４
．３
．２
６
～
H１
６
．３
．３
１

１
）実
施
設
計
内
容

L
＝
５
，４
００
m

ト
ン
ネ
ル
断
面
・
分
岐
坑
，
換
気
立
坑
の

設
計
発
進
，
到
達
の
方
法

施
工
・
安
全
・
工
程
計
画
等
そ
の
他
一
式

２
）工
事
内
容
・
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
工
（
仕
上
が
り
内
径

φ
４
．９
m
以
上
)

L
＝
１
，５
２０
m

・
換
気
立
坑
工
１
基

C
＝
４５
００

自
）千
葉
市
中
央
区
新
田
町

至
）千
葉
市
中
央
区
寒
川
町
１
丁
目

大
成
建
設
・
鹿
島
建
設

西
松
建
設
：
JV

千
葉
国
道
工
事
事
務
所

＊
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
性
能
規
定
で
平
成
１１
年
，
１２
年
度
で
こ
の
ほ
か
に
８
件
あ
り
。
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表
―
２
道
路
舗
装
工
事
に
お
け
る
平
成
１３
年
度
の
主
な
取
り
組
み
（
事
例
―
１
）（
発
注
順
）

種
別

性
能
規
定

契
約
別

年
度

工
事
名

工
事
内
容

工
期

請
負
金
額

（
百
万
円
）

主
な
性
能
規
定
値
等

施
工
会
社

提
案
値

工
事
場
所

事
務
所
名

コ
ン
ク

リ
ー
ト

舗
装

ト
ン
ネ
ル
の

坑
口
の
路
面

騒
音
の
規
定

性
能
規
定

発
注
方
式

１３

長
地
ト
ン
ネ
ル
舗
装
工
事

L
＝
９４
０
m
起
点
側
ト
ン

ネ
ル
坑
口
前
明
か
り
部

（
L
＝
５０
m
）
に
つ
い
て

の
性
能
規
定
車
道
舗
装

（
C
D１
２
）＝
５
，２
００
m
2

H１
３
．９
．２
７
～
H１
４
．３
．２
８

C
＝
２１
３
．５

契
約
締
結
後
に
構
造
提
案
を
行
う

大
成
ロ
テ
ッ
ク（
株
）

長
野
県
岡
谷
市
長
地
地
先

平
坦
性

σ＝
２
．４
m
m
以
内

長
野
国
道
工
事
事
務
所

騒
音
値

基
準
値
９３
dB
（
A
）L
eq
以
下

ア ス フ ァ ル ト 舗 装

打
換
工
事
の

交
通
規
制
日

数
縮
減
に
よ

る
評
価

総 合 評 価 落 札 方 式

１３

東
五
反
田
舗
装
修
繕
工
事

L
＝
３４
５
m

排
水
性
舗
装
A
＝
８
，８
５０
m
2

路
面
打
換 A
＝
８
，８
５０
m
2

そ
の
他
一
式

H１
４
．３
．２
０
～
H１
４
．１
２

C
＝
２２
３

「
路
上
工
事
の
縮
減
施
策
」
な
ら
び
に
［
舗
装
の
性

能
規
定
」
に
よ
り
，
標
準
的
な
交
通
規
制
に
よ
る
実

作
業
日
数
（
６８
日
）
に
対
し
縮
減
日
数
値
の
提
案
を

う
け
る

世
紀
東
急
工
業（
株
）

５４
日

（
縮
減
日
数
１４
日
）

自
）東
京
都
港
区
高
輪
３
丁
目

至
）東
京
都
品
川
区
東
五
反
田
１
丁
目

東
京
国
道
工
事
事
務
所

２
年
後
の
路

面
騒
音
値

（
新
規
）の
評

価

１３

長
沼
町
舗
装
修
繕
工
事

L
＝
１
，５
１５
m

排
水
性
舗
装

A
＝
２５
，２
００
m
2

路
面
打
換
A
＝
２
，９
７０
m
2

H１
４
．３
．１
９
～
H１
４
．１
１
．４

C
＝
１８
６

完
成
時

１
年
後

２
年
後

日
本
道
路（
株
）

８８
．５
dB

自
）千
葉
市
稲
毛
区
長
沼
町

至
）千
葉
市
稲
毛
区
園
生
町

表 層

騒 音 値

基
準
値

８９
dB
（
A
）L
eq

以
下

９０
dB
（
A
）L
eq

以
下

９１
dB
（
A
）L
eq

以
下

V
E
提
案

千
葉
工
事
事
務
所

提
案
値
以
下

提
案
値
＋
１
dB
以
下

完
成
時
と
１

年
後
の
路
面

騒
音
の
評
価

末
木
舗
装
修
繕
工
事

L
＝
１
，５
００
m

A
＝
１４
，７
３０
m
2

A
＝
２４
，８
６０
m
2

半
た
わ
み
性
舗
装

A
＝
４
，０
７０
m
2

H１
４
．３
．１
９
～
H１
４
．９
．４

C
＝
１７
０

完
成
時

１
年
後

日
本
鋪
道（
株
）

８８
．５
dB

表 層

騒 音 値

基
準
値

８９
dB
（
A
）L
eq

以
下

９０
dB
（
A
）L
eq

以
下

自
）山
梨
県
東
八
代
郡

一
ノ
宮
町
大
字
一
宮

至
）山
梨
県
東
八
代
郡

一
ノ
宮
町
大
字
末
木

V
E
提
案

甲
府
工
事
事
務
所

提
案
値
以
下

提
案
値
＋
１
dB
以
下

完
成
２
年
後

の
わ
だ
ち
掘

れ
量（
新
規
）

性
能
規
定

発
注
方
式

１３

大
磯
町（
６
）舗
装
修
繕
工
事

L
＝
６７
２
m
の
自
動
車
専

用
道
路
の
オ
ー
バ
ー
レ
ー

で
わ
だ
ち
掘
れ
量
を
規
定

し
，
材
料
の
選
定
施
工
方

法
に
つ
い
て
提
案
を
う
け

て
施
工

H１
４
．３
．１
４
～
H１
５
．１
．７

C
＝
１９
２

項
目

完
成
時

２
年
後

大
林
道
路（
株
）

―

自
）神
奈
川
県
中
郡
大
磯
町

国
府
本
郷

至
）神
奈
川
県
中
郡
大
磯
町

国
府
新
宿

表 層

塑
性
変
形
輪
数

平
坦
性

わ
だ
ち
掘
れ
量

３
，０
００
回
／m
m
以
上

各
車
線
ご
と
に

σ＝
２
．４
m
m
以
内

―

― ―

６
m
m
以
内

横
浜
国
道
工
事
事
務
所
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表
―
３
二
次
補
正
に
お
け
る
総
合
評
価
落
札
方
式
（
舗
装
工
事
）
に
つ
い
て
「
事
例
―
２
」

工
事

名
工
事
内
容

工
期

基
礎
点
A

２
d
B
当
た
り

加
算
点

１
d
B
当
た
り

加
算
点

施
工
会
社
名

提
案
値

工
事
場
所

事
務
所
名

請
負
金
額
（
百
万
円
）

ア ス フ ァ ル ト 舗 装

上
三
川
舗
装
修
繕
工
事

工
事
延
長
L
＝
３
，８
２０
m

切
削
オ
ー
バ
ー
レ
ー
A
＝
３４
，０
００
m
2

他
H１
４
．３
．２
６
～
H４
．９
．２
１

８０
点

２０
点

１０
点

日
本
鋪
道（
株
）

８８
．５
dB

自
）栃
木
県
上
三
川
町
上
蒲
生
地
先

至
）栃
木
県
上
三
川
町
磯
岡
地
先

宇
都
宮
国
道
工
事
事
務
所

C
＝
２２
０

氏
家
舗
装
修
繕
工
事

L
＝
１
，０
４０
m

A
＝
１８
，０
００
m
2
他

H１
４
．３
．２
６
～
H１
４
．９
．２
１

日
瀝
道
路

ニ
チ
レ
キ
JV

８８
．５
dB

自
）栃
木
県
塩
谷
郡
氏
家
町
氏
家
地
先

至
）栃
木
県
塩
谷
郡
氏
家
町
馬
場
地
先

宇
都
宮
国
道
工
事
事
務
所

C
＝
１１
５

小
伝
馬
町
舗
装
修
繕
工
事

L
＝
１
，０
１６
m

A
＝
１８
，０
００
m
2
他

H１
４
．３
．２
３
～
H１
４
．９
．２
８

８５
点

１５
点

７
．５
点

佐
藤
道
路（
株
）

８８
．５
dB

自
）東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
町
４
丁
目

至
）東
京
都
中
央
区
日
本
橋
馬
喰
町
１
丁
目

東
京
国
道
工
事
事
務
所

C
＝
１２
３

八
潮
３
丁
目
舗
装
修
繕
工
事

L
＝
２
，６
００
m

A
＝
２０
，４
００
m
2
他

H１
４
．３
．２
３
～
H１
４
．９
．２
３

日
本
道
路（
株
）

８８
．０
dB

自
）東
京
都
大
田
区
東
海
３
丁
目

至
）東
京
都
品
川
区
八
潮
１
丁
目

東
京
国
道
工
事
事
務
所

C
＝
１４
６

上
田
管
内
舗
装
修
繕
そ
の
１
工
事

L
＝
２
，１
１０
m

A
＝
２４
，０
００
m
2
他

H１
４
．３
．３
０
～
H１
４
．８
．１
６

東
亜
道
路
工
業（
株
）

８７
．５
dB

自
）長
野
県
長
野
市
篠
の
井

至
）長
野
県
更
埴
市
大
字
栗
佐

長
野
国
道
工
事
事
務
所

C
＝
２０
３

広
沢（
２
）舗
装
工
事

L
＝
１
，３
００
m

A
＝
１９
，０
００
m
2
他

H１
４
．３
．２
７
～
H１
４
．８
．３

日
本
道
路（
株
）

８８
．０
dB

自
）群
馬
県
桐
生
市
広
沢
町
７
丁
目
地
先

至
）群
馬
県
太
田
市
大
字
只
上
地
先

高
崎
工
事
事
務
所

C
＝
１２
５

１６
号
相
模
原
市
相
模
大
野
舗
装
修
繕
工
事

L
＝
６６
０
m

A
＝
１１
，１
６０
m
2
他

H１
４
．３
．２
７
～
H１
５
．１
．２
０

９０
点

１０
点

５
点

大
林
道
路（
株
）

８８
．０
dB

自
）神
奈
川
県
相
模
原
市
相
模
大
野
２
丁
目

至
）神
奈
川
県
相
模
原
市
相
模
大
野
１
丁
目

相
武
国
道
工
事
事
務
所

C
＝
１１
３

長
浦
町
舗
装
修
繕
工
事

L
＝
１
，４
２２
m

A
＝
１０
，５
００
m
2
他

H１
４
．３
．２
８
～
H１
５
．１
．１
１

日
本
道
路（
株
）

８８
．０
dB

自
）神
奈
川
県
横
須
賀
市
吉
倉
町
１
丁
目

至
）神
奈
川
県
横
須
賀
市
田
浦
町
１
丁
目

横
浜
国
道
工
事
事
務
所

C
＝
１４
３

６
号
神
岡
舗
装
修
繕
工
事

L
＝
１
，８
１０
m

A
＝
１１
，２
７０
m
2
他

H１
４
．３
．２
６
～
H１
４
．９
．２
１

福
田
道
路（
株
）

８８
．５
dB

自
）茨
城
県
北
茨
城
市
神
岡
大
字
上
地
先

至
）茨
城
県
北
茨
城
市
神
岡
大
字
下
地
先

常
陸
工
事
事
務
所

C
＝
１２
２
．５

国
母
舗
装
修
繕
（
そ
の
２
）
工
事

L
＝
１
，２
０８
m

A
＝
１８
，６
８０
m
2
他

H１
４
．３
．２
６
～
H１
４
．９
．１

常
盤
工
業（
株
）

８８
．５
dB

自
）山
梨
県
甲
府
市
国
母
８
丁
目

至
）山
梨
県
中
巨
摩
郡
昭
和
町
西
条

甲
府
工
事
事
務
所

C
＝
１４
５
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表
―
４
舗
装
工
事
の
総
合
評
価
落
札
方
式
の
性
能
規
定
値
一
覧

東
五
反
田
舗
装
修
繕
工
事

長
沼
町
舗
装
修
繕
工
事

末
木
舗
装
修
繕
工
事
他
１０
本

車
道
舗
装
の
性
能
規
定
値

交
通
規
制
縮
減
日
数
に
つ
い
て

東
京
都
区
内
に
お
い
て
は
，
都
市
圏
の
交
通
円
滑
の
推
進
や
道
路
管
理
の

充
実
を
図
る
た
め
の
路
上
工
事
の
縮
減
施
策
と
し
て
，
道
路
管
理
者
と
警
視

庁
，
公
益
事
業
者
等
で
構
成
す
る
東
京
都
道
路
工
事
調
整
協
議
会
で
策
定
し

た
「
東
京
都
区
部
路
上
工
事
縮
減
五
ヶ
年
計
画
」
に
基
づ
き
平
成
１０
年
度
よ

り
実
施
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
工
事
は
，「
路
上
工
事
の
縮
減
施
策
」
な
ら
び
に
「
舗
装
の
性
能
規
定
」

に
よ
り
，
発
注
者
と
し
て
標
準
的
な
交
通
規
制
に
よ
る
実
作
業
日
数
に
対

し
，
縮
減
日
数
値
の
提
案
を
受
け
る
「
総
合
評
価
落
札
方
式
」
の
試
行
工
事

と
し
て
導
入
す
る
も
の
で
あ
る
。

車
道
舗
装
の
性
能
値
規
定
値

総
合
評
価
に
つ
い
て

今
ま
で
の
性
能
規
定
工
事
，
な
ら
び
に
昨
年
の
総
合
落
札
方
式
の
試
行
結

果
を
踏
ま
え
，
性
能
の
向
上
，
さ
ら
な
る
性
能
の
保
持
等
，
今
後
の
長
期
間

の
性
能
保
持
へ
の
試
行
工
事
と
し
て
，

工
事
完
成
時
に
お
け
る
性
能
規
定
値
提
案
値
以
下

（
８９
dB
）

完
成
１
年
後
に
お
け
る
性
能
規
定
値
提
案
値
＋
１
dB
以
下
（
９０
dB
）

完
成
２
年
後
に
お
け
る
性
能
規
定
値
９１
dB
以
下

を
性
能
規
定
と
し
て
設
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
，
工
事
完
成
１
年
お
よ
び
２
年
後
の
騒
音
測
定
前
に
「
排
水
性
舗

装
の
機
能
回
復
機
器
」
を
使
用
し
，
機
能
回
復
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
受
注
者
の

責
任
に
お
い
て
行
う
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
も
の
と
し
た
。

車
道
舗
装
の
性
能
値
規
定
値

項
目

完
成

時

疲
労
破
壊
輪
数

３５
，０
００
，０
００
回

／１
０
年

塑
性
変
形
輪
数

３
，０
００
回

／m
m
以
上

平
坦
性

各
車
線
毎
に

σ＝
２
．４
m
m
以
内

浸
透
水
量

１
，０
００
m

l／
１５
s
以
上

項
目

完
成
時

１
年
後

２
年
後

表 層
塑
性
変
形

輪
数

３
，０
００
回
／m
m
以
上

―
―

平
坦
性

各
車
線
ご
と
に

σ＝
２
．４
m
m
以
内

―
―

浸
透
水
量
１
，０
００
m

l／
１５
s
以
上

―
―

騒
音
値

関
東
技
術
事
務
所
所
有
の

騒
音
測
定
車（
特
殊
タ
イ

ヤ
音
）で
，
各
車
線
ご
と

に
測
定（
走
行
速
度
５０
km

/h
）し
全
車
線
の
平
均
値

が
基
準
値
８９
dB
（
A
）L
eq

以
下

左
記
測
定
に

よ
り
全
車
線

の
平
均
値
が

９
０
dB
（
A
）

Le
q
以
下

左
記
測
定
に

よ
り
全
車
線

の
平
均
値
が

９
１
dB
（
A
）

Le
q
以
下

・
V
E
提
案

上
記
測
定
に
よ
り
全
車
線

の
平
均
値
が
提
案
値
以
下

上
記
測
定
に

よ
り
全
車
線

の
平
均
値
が

提
案
値
＋
１

dB
以
下

騒
音
測
定
は
，舗
装
路
面
測
定
車
の
測
定
方
法（
案
）に
よ
る
も
の
と
す
る
。

項
目

完
成
時

１
年
後

表 層
塑
性
変
形
輪
数
３
，０
００
回
／m
m
以
上

―

平
坦
性

各
車
線
ご
と
に

σ＝
２
．４
m
m
以
内

―

浸
透
水
量

１
，０
００
m

l／
１５
s
以
上

―

騒
音
値

関
東
技
術
事
務
所
所
有
の

騒
音
測
定
車（
特
殊
タ
イ

ヤ
音
）で
，
各
車
線
毎
に

測
定（
走
行
速
度
５０
km
/

h）
し
全
車
線
の
平
均
値

が
基
準
値
８９
dB
（
A
）L
eq

以
下

左
記
測
定
に
よ
り
全

車
線
の
平
均
値
が
９０

dB
（
A
）L
eq
以
下

・
V
E
提
案

上
記
測
定
に
よ
り
全
車
線

の
平
均
値
が
提
案
値
以
下

上
記
測
定
に
よ
り
全

車
線
の
平
均
値
が
提

案
値
＋
１
dB
以
下

騒
音
測
定
は
，舗
装
路
面
測
定
車
の
測
定
方
法（
案
）に
よ
る
も
の
と
す
る
。
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表
―
５
総
合
評
価
の
方
法
お
よ
び
落
札
者
の
決
定
方
法

東
五
反
田
舗
装
修
繕
工
事

長
沼
町
舗
装
修
繕
工
事

末
木
舗
装
修
繕
工
事
他
１０
本

１
．総
合
評
価
の
方
法

以
下
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
評
価
額
を
も
っ
て
総
合
評
価
す
る
。

評
価
値
＝（
基
礎
点
＋
加
算
点
）／
入
札
価
格

＝（
１０
０
点
＋
交
通
規
制
縮
減
日
数
×
１
点
／７
日
）／
入
札

価
格

基
礎
点
：
最
低
限
の
要
求
要
件
（
交
通
規
制
実
作
業
日
数
６８
日
）

を
満
た
し
て
い
れ
ば
１０
０
点
を
与
え
る
。

加
算
点
：
最
低
限
の
要
求
要
件
を
超
え
て
い
る
部
分
（
交
通
規
制

縮
減
日
数
）
に
つ
い
て
，
１
日
当
た
り
０
．１
４
点
を
評
価

に
応
じ
て
得
点
を
与
え
る
。
７
日
を
超
え
る
提
案
に
つ

い
て
も
評
価
す
る
も
の
と
す
る
。

（
交
通
規
制
縮
減
日
数
は
１
日
単
位
で
評
価
す
る
）

以
下
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
評
価
額
を
も
っ
て
総
合
評
価
す
る
。

評
価
額
＝（
基
礎
点
＋
加
算
点
）／
入
札
価
格

基
礎
点
：
最
低
限
の
要
求
要
件
（
路
面
騒
音
値
が
完
成
時
８９
dB

を
超
え
な
い
こ
と
）
を
満
た
し
て
い
れ
ば
８５
点
を
与
え

る
。

加
算
点
：
最
低
限
の
要
求
条
件
を
超
え
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
，

１
dB
当
た
り
７
．５
点
を
評
価
に
応
じ
て
得
点
を
与
え

る
。
２
dB
で
１５
点
を
与
え
る
。
２
dB
を
超
え
る
提

案
に
つ
い
て
も
評
価
す
る
も
の
と
す
る
。

（
路
面
騒
音
低
減
量
は
，
０
．５
dB
単
位
で
評
価
す
る
）

以
下
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
評
価
額
を
も
っ
て
総
合
評
価
す
る
。

評
価
額
＝（
基
礎
点
＋
加
算
点
）／
入
札
価
格

＝（
９０
点
＋
路
面
騒
音
低
減
量
×
１０
点

／２
dB
）／
入
札
価

格
基
礎
点
：
最
低
限
の
要
求
要
件
（
路
面
騒
音
値
が
完
成
時
８９
dB

を
超
え
な
い
こ
と
）を
満
た
し
て
い
れ
ば
９０
点
を
与
え

る
。

加
算
点
：
最
低
限
の
要
求
条
件
を
超
え
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
，

１
dB
当
た
り
５
点
を
評
価
に
応
じ
て
得
点
を
与
え

る
。
２
dB
で
１０
点
を
与
え
る
。
２
dB
を
超
え
る
提

案
に
つ
い
て
も
評
価
す
る
も
の
と
す
る
。

（
路
面
騒
音
低
減
量
は
，
０
．５
dB
単
位
で
評
価
す
る
）

２
．落
札
者
の
決
定
方
法

・
以
下
の
条
件
を
満
た
す
者
の
中
か
ら
，
評
価
値
の
最
も
高
い
者

を
落
札
者
と
す
る
。

・
評
価
値
が
同
じ
値
で
あ
る
場
合
は
，
当
該
者
に
く
じ
を
引
か
せ

て
落
札
者
を
決
め
る
。

�
入
札
価
格
が
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
。

�
入
札
に
係
る
交
通
規
制
実
作
業
日
数
が
６８
日
以
下
で
あ
る
こ

と
。

�
評
価
値
が
基
準
評
価
値
を
下
回
ら
な
い
こ
と
。

・
以
下
の
条
件
を
満
た
す
者
の
中
か
ら
，
評
価
値
の
最
も
高
い
者
を
落
札
者
と
す
る
。

・
評
価
値
が
同
じ
値
で
あ
る
場
合
は
，
当
該
者
に
く
じ
を
引
か
せ
て
落
札
者
を
決
め
る
。

�
入
札
価
格
が
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
。

�
入
札
に
係
わ
る
路
面
騒
音
値
が
８９
dB
以
下
で
あ
る
こ
と
。

�
評
価
値
が
基
準
評
価
値
を
下
回
ら
な
い
こ
と
。

他
の
１０
本
の
工
事
の
基
礎
点
，

加
算
点
は
表
―
３
参
照
。

３
．予
定
価
格
等
の
決
定
方
法

以
下
の
方
法
に
よ
り
予
定
価
格
を
算
定
す
る
と
と
も
に
，
基
準
評

価
額
も
設
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

�
予
定
価
格
の
算
定
方
法

予
定
価
格
＝
従
来
か
ら
設
計
が
行
わ
れ
て
い
る
標
準
的
な
舗

装
構
成
に
よ
る
状
態
の
工
事
価
格
を
算
出
す

る
。

�
基
準
評
価
値
の
設
定

評
価
値
が
次
の
方
法
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
値
（
以
下
「
基
準

評
価
値
」
と
い
う
。）
を
下
回
っ
て
い
る
場
合
は
落
札
者
と

し
な
い
こ
と
と
し
た
。

基
準
評
価
値
＝（
基
礎
点
＋
加
算
点
の
満
点
）／
予
定
価
格

総
合
評
価
落
札
方
式
の
導
入
に
際
し
，
価
格
以
外
の
要
素
も
評
価
す
る
関
係
か
ら
今
回
は
以
下
の
方
法
に
よ
り
予
定
価
格
を
算
定
す

る
と
と
も
に
，
基
準
評
価
値
も
設
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

�
予
定
価
格
の
算
定
方
法

予
定
価
格
＝
路
面
騒
音
の
計
測
で
関
東
地
方
整
備
局
が
確
認
し
て
い
る
最
新
の
最
高
値
（
性
能
規
定
発
注
方
式
で
得
ら
れ
た
路

面
騒
音
の
最
低
値
）
８７
dB
を
得
た
使
用
材
料
や
施
工
技
術
の
実
績
を
踏
ま
え
目
標
状
態
の
工
事
価
格
を
算
出
す

る
。

�
基
準
評
価
値
の
設
定

評
価
値
が
次
の
方
法
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
値
（
以
下
「
基
準
評
価
値
」
と
い
う
）
を
下
回
っ
て
い
る
場
合
は
落
札
者
と
し
な
い

こ
と
と
し
た
。

基
準
評
価
値
＝（
基
礎
点
＋
加
算
点
の
満
点
）／
予
定
価
格

４
．担

保
受
注
者
の
責
に
よ
り
，
入
札
に
係
わ
る
交
通
規
制
短
縮
日
数
を
遵

守
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
，
超
過
し
た
日
数
に
１
日
当
た

り
の
交
通
規
制
に
よ
る
社
会
的
損
失
額
を
乗
じ
た
金
額
に
つ
い

て
，
減
額
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。

契
約
者
が
提
示
し
た
性
能
等
に
つ
い
て
は
，
す
べ
て
契
約
書
に
そ

の
内
容
を
記
載
す
る
こ
と
と
し
，
そ
の
履
行
を
確
保
す
る
も
の
と

す
る
。
受
注
者
の
責
に
よ
り
契
約
書
に
規
定
さ
れ
た
表
層
の
施
工

直
後
の
性
能
を
満
足
で
き
な
い
場
合
は
，
協
議
の
上
，
受
注
者
は

必
要
な
修
補
を
行
う
も
の
と
す
る
。
ま
た
，
受
注
者
の
責
に
よ

り
，
規
定
さ
れ
た
１
年
後
の
性
能
（
提
案
値
＋
１
dB
）
お
よ
び

２
年
後
の
性
能
を
満
足
で
き
な
い
場
合
は
，
契
約
書
第
４４
条
の

「
か
し
担
保
」
と
し
て
扱
う
も
の
と
す
る
。

契
約
者
が
提
示
し
た
性
能
等
に
つ
い
て
は
，
す
べ
て
契
約
書
に
そ

の
内
容
を
記
載
す
る
こ
と
と
し
，
そ
の
履
行
を
確
保
す
る
も
の
と

す
る
。
受
注
者
の
責
に
よ
り
契
約
書
に
規
定
さ
れ
た
表
層
の
施
工

直
後
の
性
能
を
満
足
で
き
な
い
場
合
は
，
協
議
の
上
，
受
注
者
は

必
要
な
修
補
を
行
う
も
の
と
す
る
。
ま
た
，
受
注
者
の
責
に
よ

り
，
規
定
さ
れ
た
１
年
後
の
性
能
（
提
案
値
＋
１
dB
）
を
満
足

で
き
な
い
場
合
は
，
契
約
書
第
４４
条
の
「
か
し
担
保
」
と
し
て
扱

う
も
の
と
す
る
。

５
．最
低
限
の
条
件

・
昼
間
は
日
々
交
通
開
放
す
る
こ
と
（
交
通
規
制
は
夜
間
の
み
）

と
す
る
。

・
完
成
路
面
高
さ
は
，
設
計
図
書
に
準
ず
る
。

・
疲
労
破
壊
輪
数
，
平
坦
性
，
路
面
の
透
水
係
数
，
動
的
安
定
度

は
仕
様
書
に
よ
り
規
定
す
る
。

・
昼
間
は
日
々
交
通
開
放
す
る
こ
と
（
交
通
規
制
は
夜
間
の
み
）
と
す
る
。

・
完
成
路
面
高
さ
は
，
設
計
図
書
に
準
ず
る
。

・
路
面
騒
音
値
，
平
坦
性
，
路
面
の
透
水
係
数
，
動
的
安
定
度
は
仕
様
書
に
よ
り
規
定
す
る
。
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４ おわりに

昨年参考文献で掲載した，課題等についてはそ

の後，国土交通省で検討し，統一仕様書や新たな

一定の方向も見え，環境が整備された。

技術力や創意工夫など受注者の自由な提案を受

けて施工に当たる発注方法のうち低騒音舗装の性

能規定工事には，性能を達成するために，受注者

は試験施工などの研究や技術開発を行った結果で

あるが，試行の結果を見ると一部消極的な所も見

えるがさらなる技術開発の促進を図り最終的には

コストの縮減となることを目的として技術力およ

び競争性の向上を図る多様な発注方式の試行を一

層進めて行きたい。

【参考文献】

１） 上野進一郎：道路工事における総合評価落札方式の

試行，建設図書［舗装］，２００１．６

２） 
野昭雄：地方整備局における性能規定発注の成果

と課題 第２４回日本道路会議，２００１．１０

３） 
野昭雄：地方整備局における多様な発注の取り組

み事例，建設マネジメント技術，２００１．１０

表―６ 性能規定発注方式の性能規定値

大磯町（６）舗装修繕工事 長地トンネル舗装工事

車道舗装の性能規定値

わだち掘れ量の性能規定工事の試行について

� 完成時の耐塑性変形輪数の確認
１）「舗装の構造に関する技術基準」では，施工直後の
性能指標として耐塑性変形輪数が定められている。

２） 性能指標の値の決定
性能指標は，「舗装の構造に関する技術基準」によ
る。
３） 性能指標の値の確認方法
�その確認は，当核舗装の表層の厚さおよび材質が同
一である舗装の供試体による，試験温度を６０度とし
たホイールトラッキング試験（動的安定度）によっ
て確認できると定められており，この方法により確
認する。
�頻度は１工事１回とする。

車道舗装の性能値規定値

本工事は，施工延長９４０mでコンクリート舗装（車道部）
のうち起点側トンネル坑口前明かり部５０mについて性能
を規定した試行工事であり，契約締結後に下記の性能を
満足させる舗装構造等について提案を行わなければなら
ない工事である。

【条件】

１．セメント・コンクリート版の版厚等は，舗装技術基
準（平成１３年６月２９日）によるものとする。

２．路盤の厚さは，同上によるものとする。
＊騒音測定は，舗装路面騒音測定車の測定方法（案）
によるものとする。

項目 完成時 ２年後

表層 塑性変形輪数 ３，０００回／mm以上

平坦性 各車線ごとに
σ＝２．４mm以内

―

わだち掘れ量 ６mm以下
項目 完成時

CO舗装 平坦性 各車線ごとに σ＝２．４mm以内

騒音値 騒音測定車（特殊タイヤ音）で各
車線ごとに測定（走行速度５０km／
h）し，全車線の平均値が基準値
９３dB（A）Leq 以下

▲舗装路面騒音測定車による騒音測定

４２ 建設マネジメント技術 2002年 5月号


